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修善寺寒桜(シュゼンジカンザクラ) 

 
○センターの話  
○さんぽ道  
○研修会･イベント報告 
  3/18：接木と挿し木の仕方 
   

○研修会･イベント紹介 
  4/4：春の自然探勝 
  4/13：春の樹木を見てあるこう 
  4/22：春の花を楽しもう 
○花だより  ○お知らせ･案内 
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                   『長く楽しめるセンターの桜』 

 
桜のシーズンになりました。開花情報として『広島県観光連盟』の桜だよりがありま

すが、緑化センターの桜も今年から掲載してもらい、他の名所とともに開花情報を発

信することになりました。 
センターには、『染井吉野』をはじめ、秋口から咲き続けている『十月桜』や『冬

桜』のほか、早咲きの『修善寺寒桜』などがあります。桜茶にされる『関山』は、染井

吉野よりおよそ２週間後に開花し、長い間サクラを楽しむことができます。 
桜により親しんでいただくため、『広島江波山桜』『河津桜』など１６品種の苗木を

植栽し、品種や数量など充実させています。現在５９品種約７００本(さくらの森を含
めると約1,000本)のサクラが見られ、数年後には多彩な桜の園を見てもらえるように
なります。サクラ位置図で品種を確かめながらの散策は如何でしょうか。位置図はレ

ストハウスや管理事務所で配布しています。 
広島県観光連盟ホームページ HP http://www.kankou.pref.hiroshima.jp 
 

『コアジサイの道』 （延長 2.4km 所要時間 120 分） 

 

管理事務所を出発し薬草園に向かいます。キササゲ･サンシュユ･キハダなどを左

手に見ながら、ヒノキ林を南に上がると、東山作業路に出ます。 
道路端の谷にヤマコウバシの大きな株があります。東(左)へ少し進むと藤ヶ丸へ
の標識があり、ここの木段を上がります。地面にはヒカゲノカズラが這い、小石などが

多くあるので気をつけて歩きます。しばらく進むと、アカマツの落ち葉が多くなり、舗

装道路(林道呉婆々宇線)に出ます。 
右に少し進むと藤ヶ丸山頂へ 800m の標識があり、ここの木段を上がります。横

断の際は通行車輌に気をつけて下さい。 
散策路沿いには、コアジサイ･ヤブムラサキ･ハイノキなどが見られます。ヒノキ林

に入ると薄暗くなり、ヤブツバキが多くなります。第 5 駐車場からの登山道の合流点
を左に進むとウラジロノキ･シキミ･アカガシなどが見られ、山菜の森 1,300m の標識
を左に進みます。 

1995 年植栽と記された、針葉樹
林(モミ･コウヤマキ)が見られ、道端
にはコアジサイ･ウリハダカエデなど

が多く見られます。 
道なりに進むと、藤ヶ丸山頂から

下る道に合流し、さらに下ると舗装道

路に出ます。最後の階段はかなり急

なのでゆっくり下りましょう。 
林道を横切り、山火事注意の標識

横を下ると作業路に出ます。左に進

みすぐ右に下ると、ヤマアジサイの谷

で、さらに進んで薬草園に出ます。 



 

                          ３月１８日（日） 『接木と挿し木の仕方』 

接木と挿し木についての研修会を行い、２５名が参加されました。最初に挿し木

の方法についての説明があり、挿し木を行う時期や挿し穂のとり方、どのような土が

良いかなどの説明がありました。 

次に接木ですが、基本的な説明を行った後、マツとバラの接木を実際に体験して

いただきました。台木のアカマツに、ゴヨウマツ・シダレアカマツ・一葉松を接木しま

した。バラは、ノイバラにツルバラを接木しました。日頃から接木や挿し木を行ってい

る人もいれば、初めて行う人もいて、周りの人と会話を

弾ませながらの研修会でした。分からない事や気にな

っていた事などの質問が飛び交い、あっという間の 2

時間でした。 

樹木の繁殖方法は、実生繁殖と栄養繁殖がありま

す。実生繁殖は種子を播いて苗を育てる方法であり、

栄養繁殖は挿し木･接木･とり木･株分けなどで増やし

ます。どの方法がよいかは樹種や使用目的、数量、時

期など様々な要因で使い分けます。 

 

 

○４月４日(水) 『春の自然探勝』 10:00～12:00 
管理事務所前  講師：植物研究家 清藤 敞 
染井吉野や修善寺寒桜、寒緋桜、大山桜など比較的早

く咲く桜や早春に咲いている樹木を中心に観察します。 
その他、芽吹きの状況や蕾などを観察して、各樹種の違

いや特徴などを比較しながら観察する予定です。 
○４月１３日(金) 『春の樹木を見て歩こう』 10:00～12:00 
管理事務所前  講師：植物研究家 中塚 道則 
桜の花を中心に春の樹木を観察します。この時期は

日々たくさんの花が開花します。４月４日からどれだけの花

が開花したのか、比べてみるのも楽しみ方の一つです。 
また、中塚講師の研修会では、同じルートを歩いて季節

ごとの樹木を観察する予定です。 
○４月２２日(日) 『春の花を楽しもう』 10:00～12:00 
学習室  講師：森林インストラクター 長井 稔 
前半は学習室で桜や春の花についての特徴などの学習

を行い、後半園内に出て遅咲きの桜や春の花を中心に観

察します。関山や普賢象、鬱金、天の川などが見られると

思います。 

白妙(シロタエ) 

鬱金(ウコン) 

関山(カンザン) 



 

                   野山の妖精たち   
 春の彼岸（３月２１日）を迎えると、野山の木々は

あちこちで褐色の衣を脱ぎ捨てて華やいだ花弁を表

に出して春の到来を告げてくれます。 
自然林の中ではヤブツバキやマンサクがその先駆

けになり、続くようにアブラチャン･クロモジ･アオモジ･

アセビ･ダンコウバイ･キブシなどが咲き、庭園樹では、

サザンカ･ロウバイ･ジンチョウゲ･ウメ･ミツマタ･サンシ

ュユ･トサミズキ･ヒュウガミズキなどが開花します。 
ふと感じることですが、早春に咲く花の色には黄色

系統が多いように感じますが如何でしょうか。花を観

賞する際には色や形だけでなく、雄花雌花の違いや

香りの有無、花弁･雄しべ･雌しべの数、蜜の有無など

も調べると、さらに植物への関心が深まることと思いま

す。じっくり観察してみて下さい。 
♪☆お知らせ･ご案内☆♪ 
◎ 臨時開園のお知らせ 

４月は毎日開園します。ゆっくりサクラをご覧下さい。 

◎ 展示会のお知らせ 

○サクラ写真展：４月７日(土)～４月１９日(木) 

○押し花展：４月２１日(土)～５月６日(日) 

○緑化センターの木の実･木の葉展 

４月１４日(土)～５月１３日(日) 

展示場所：レストハスウス 

（レストハウスには様々な資料を置いていますので

ご自由にお取り下さい） 

◎ 研修会追加のお知らせ 

９月２９日(土)：園芸福祉・園芸療法を学ぼう 

◎ 開花･緑化情報を e メールでお知らせします 

緑化センター内の開花情報や緑化情報などを

E-mail でお知らせします。受信を希望される方は、緑化センターまでお名前(ニ

ックネームなど)と共にメールを送ってください。携帯アドレスでも構いません。 

◎ ４月２９日（日）は 『みどりの集い』 を開催します。 

◎ 職員の異動について 

１９年３月末をもちまして、藤井和雄が退職、山田直人が退任し、４月から後任

として世羅邦彦、川上嘉章が着任します。川上はきのこアドバイザーとしてきのこ

鑑定の相談も随時受け付けます。よろしくお願いします。 

アオモジ クスノキ科ハマビワ属 

ダンコウバイ クスノキ科クロモジ属 

クロモジ クスノキ科クロモジ属 

サンシュユ ミズキ科ミズキ属 


